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概要

本演習では,千代田区を楽しく歩くことで千代田区をより知ってもらうことを目的とした iOS と Android に対応
した千代田区散歩アプリ「ちよダッシュ!」を開発した. このアプリは Google Map 上に古地図や文学テキストや言
語資料を配置し, 日本語日本文学の観点から近世·近代·現代を透かし見ることで江戸·東京圏を再構築することを目指
した Web アプリ「江戸·東京 WebGIS」を基礎にしている．

1 はじめに

1.1 人文学とデジタル・ヒューマニティーズ

人文学は,例えば,『「人間」とは何かということを様々

な媒体や方法によって追求する,人間研究の基礎学』([1])

と言われている.

近年,情報通信技術の発達などによりデジタル技術の

発達がみられる. [2]によると,「デジタル媒体による学

術資料のアーカイブ構築,文化コンテンツの分析,学術成

果の公開や展示の方法などを,文系・理系の枠組みを横

断して研究するデジタル・ヒューマニティーズの動きが

世界的に拡がっている」と言われている.

デジタル・ヒューマニティーズとは,[3]によると,「人

文学的問題を情報学的手法を用いて解くことにより新し

い知識や視点を得ることや,人文学的問題を契機として

新たな情報学の分野を切りひらくことなどを目指す,情

報学と人文学の融合分野である」と言われている.

本演習では,地図上に配置した古今の名所旧跡の場所

を巡る位置情報アプリを開発している.この活動は情報

学と人文学を融合しているので,デジタル・ヒューマニ

ティーズを体現してると言える.

1.2 千代田学

千代田区は,[4]によると,11校の大学と「千代田区内

大学と千代田区の連携協力に関する基本協定」を結んで

いる. その提携事業の一つとして,区内にある大学が千

代田区の様々な事象を多様な切り口で調査・研究するこ

とを「千代田学」と名付け,その定着と発展を目指し,必

要となる経費の一部を区が補助する「千代田学」提案制

度を平成 16年度より行っている.

令和元年度「千代田学」提案制度に,日本大学からは

「千代田ヴァーチャル時空散歩アプリちよダッシュ!の充

実と展開」が採択されている.

1.3 千代田区と日本大学

千代田区は,1947年 (昭和 22年) 3月 15日に麹町区と

神田区が合併して誕生した.東京 23区のほぼ中央に位

置し,区の中央には皇居のある「千代田区千代田」があ

り,千代田区全体の約 12%が皇居の緑地となっている.ま

た,1457年に築城された江戸城は「千代田城」とも呼ば

れ,千代田区の名称の由来となっている ([5]).

日本大学の前身である日本法律学校が誕生した地が千

代田区 ([6])であり,現在では日本大学本部を始め,5つの

学部が点在している.

1.4 参加プロジェクト

著者らが参加している千代田学プロジェクトというも

のは,千代田学の定着と発展,また各学校が区および地域

と連携を図ることを目的とし,([7])「都心の魅力にあふ

れ,文化と伝統が息づくまち千代田」の実現という意義

のもと活動が行われている.

日本大学では平成 30年度に「WebGISを用いた千代

田ヴァーチャル時空散歩アプリの構築」,令和元年度に

「千代田ヴァーチャル時空散歩アプリ「ちよダッシュ！」

の充実と展開」というプロジェクトで千代田学プロジェ

クトに参加している.

2 先行研究
2.1 江戸・東京WebGISについて

日本大学文理学部では平成 22年度の文部科学省私立

大学戦略的研究基盤形成支援事業 ([8]) において, 東ア

ジアにおける都市形成プロセスの統合的把握とそのデ

ジタル化をめぐる研究のプロジェクトの研究の一環とし

て,いくつかの研究成果を公開している.その一つとして

「江戸・東京WebGIS」が公開されている.「江戸・東京

WebGIS」は, Google Map 上に古地図や文学テキスト

ならびに言語資料を配置し,日本語日本文学の観点から

近世・近代・現代を透かし見ることで江戸・東京圏を再
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構築することを目指したWebアプリである.

2.2 江戸・東京ものがたりについて

「江戸・東京WebGIS」はスマートフォンでも閲覧す

ることができていたが,データ量が多く動作が重いなど

の問題があり不便であった. そのため, スマートフォン

での使用に特化したアプリ「江戸・東京ものがたり」が

昨年度の卒業演習により作成された ([9]).このアプリは

今年度の演習において利用規約などを追加した正式版を

作成し,一般公開を目指しているため Google Play スト

アと App Store で一般公開をするために現在審査中で

ある.

2.3 「ちよダッシュ！」の背景と目的

平成 30年度の「千代田学」調査・研究 ([10])におい

てWebGISを用いた千代田ヴァーチャル時空散歩アプ

リの構築を研究テーマとし,「千代田ヴァーチャル時空

散歩」ができるスマートフォンアプリとして,「ちよダッ

シュ！」のプロトタイプが作成された ([11]).

「ちよダッシュ！」は「江戸・東京WebGIS」をベー

スとした,地図上のピンの場所を巡る位置情報アプリで

ある.散歩の友としてこのアプリを利用し誰でも楽しめ

ることをコンセプトとしており,千代田区に足を運んで

いただき千代田区に興味をもってもらうことを目的とし

て,開発されたスマートフォン用のアプリである.

2.4 昨年度の「ちよダッシュ！」

「ちよダッシュ！」開発は昨年度から行われており,昨

年度はコンセプト策定とプロトタイプアプリ製作,今年

度は開発とリリースを行った.昨年度の演習において,コ

ンセプトは「散歩の友としてこのアプリを利用し誰でも

楽しめること」と決められた.また,プロトタイプには,

Google Map 上での資料閲覧機能とスタンプラリー機能

が実装された.

3 本演習
3.1 今年度の「ちよダッシュ！」

今年度本演習で開発した「ちよダッシュ！」は昨年度の

プロトタイプをベースに新たな機能を追加した. その追

加機能によりアプリをスマートフォンでさらに扱いやす

く,ユーザに楽しんで利用してもらえることを目指した.

3.2 スプラッシュ画面

デザインは著者らが考えたいくつかの案の中から,古

地図を背景にして千代田区がシンボルにしている「松・

桜・白鳥」を取り入れ,画面中央に「ちよダッシュ！」の

ロゴを入れる案を採用して,外部にイラスト作成を依頼

した (図 1 参照).

図 1: スプラッシュ画面

3.3 利用規約同意画面

利用規約を上のボタンにより日本語版と英語版に切

り替えをできるようにした. また「今後表示しない」の

チェックボックスにチェックを入れてアプリを始めると,

次のアプリ起動時から利用規約画面が表示されなくなる

機能を追加した (図 2,3 参照).

図 2: 利用規約画面 日本語版
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図 3: 利用規約画面　英語版

3.4 スタンプ獲得の有無によるピン表示の
変更

スタンプを獲得すると,ピンの画像が黒点のあるもの

からないものに変化する機能を実装した (図 4,5 参照).

図 4: スタンプ獲得前（黒点あり）

図 5: スタンプ獲得後（黒点なし）

3.5 ダイアログ表示

ダイアログを用いて,ピンの詳細情報を表示する機能

を実装した (図 6,7 参照).

図 6: ダイアログ表示１
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図 7: ダイアログ表示２

3.6 スプリッター・ステータスバー

画面左上の三本線のボタンを押すと,画面左からスプ

リッターが表示される.スプリッターにはピン選択項目

があり,表示させたいピンの項目を選択すると,地図上に

ピンが表示される (図 8,9 参照).

図 8: スプリッター・ステータスバー　非表示

図 9: スプリッター・ステータスバー　表示

また,スプリッターにはステータス項目があり,それぞ

れのピンの獲得数を棒グラフで確認することができる.

さらに,利用規約項目では,いつでも利用規約を確認する

ことができる (図 10 参照).

図 10: スプリッター・ステータスバー

3.7 トースト機能

ユーザがスタンプを押す時にピンからの距離が遠い場

合,またはユーザがアプリに現在地取得を許可しない場

合,スタンプを押すことができず画面下から警告として

トーストが表示される (図 11 参照).
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図 11: トースト

3.8 仕様

アプリ起動直後,スプラッシュ画面として「ちよダッ

シュ！」をイメージした画像が表示され,利用規約画面に

遷移する.そして,利用規約に同意すると地図画面に遷移

する. 地図画面には Google Map ,現在位置取得ボタン

が表示され,三本線のボタンを押すとスプリッターが表

示される.スプリッターには近世,近代,現代の各ジャン

ルにおける資料のチェックボックスがある.チェックボッ

クスを選択するとその項目に関連した地点にピンが立ち,

ピンを選択することで地点に関する資料とスタンプボタ

ンが表示される.スタンプを獲得するには,ユーザがピン

の近くに行きスタンプボタンを押す必要がある.現在位

置が知りたい場合には,現在地取得ボタンを押すことに

より現在位置を取得することができる (図 12 参照).

図 12: アプリの遷移図

3.9 使用した API

マップとピン情報の表示にあたり「Google Maps Plat-

form 」を使用した. Google Maps Platform とは, [12]

によると「Google社が提供している高機能で世界中の地

図データを扱っている Google Map を,さまざまなサー

ビスで利用できるようにしたものである. Android や

iOS 向けアプリやWebサービスに Google Map を使用

することができる.」というものである.これを利用する

ことで,マーカー,ライン,色,ポリゴン,画像をカスタマ

イズして独自の地図を作成することができる.

3.10 アプリの開発環境

本演習では Monaca を用いてアプリ開発を行った.

Monaca とは, HTML5 , JavaScript などの Web 標準

言語でモバイルアプリ開発を行うことができるクラウ

ドベースの開発プラットフォームである.ブラウザ上で

コーディングができ, UI のライブプレビューなどの機能

を提供している.

3.11 データベース管理機能

本演習のデータベース管理は Monaca との連携が容

易であるニフクラ mobile backend を利用した.ニフク

ラ mobile backend とは,文学テキストや言語資料をク

ラウド上で管理できるクラウドサービスである.会員管

理・認証やデータベース管理などの機能も備わっている

ため,スマートフォンアプリでよく利用される汎用的な

機能を導入することができる.

3.12 ステータスデータ保存方法

本演習では LocalStorage を用いてステータスデータ

を端末に保存した. LocalStorage とは, HTML5 から追

加された新機能で, JavaScript を利用することでユーザ

のデータをWebブラウザ (ローカル環境)に保存するこ

とができる機能である.

3.13 アプリとデータ通信に関する関係図

アプリ起動時にニフクラ mobile backend からピンに

関する情報（タイトル・座標・画像データの URL）を

取得する.画像データの URLは「江戸・東京WebGIS」

のものを利用している.ユーザがスタンプを押すと,その

情報はステータス情報として LocalStorage に保存され

る. LocalStorage に保存することにより,次回起動時に

もユーザのステータス情報を引き継いで使うことができ

る.また,ピン情報はニフクラ mobile backend から取得

しているので,アプリのアップデートなしに新規のピン

を追加することができる (図 13 参照).

図 13: アプリとデータの関係図
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4 終わりに

本演習では,昨年度の「ちよダッシュ！」のコンセプト

とプロトタイプアプリに基づき,改良・改善を加えた正式

版の開発とリリースを行った.開発する上で Monaca ,ニ

フクラ mobile backend , LocalStorage , Google Maps

Platform を使用した. 昨年度の「ちよダッシュ！」にス

テータス機能を加えることによりゲーム性を高め, GUI

を改善することでアプリの利便性を高めた. また, ピン

の種類を増やすとともにピン詳細の画像を追加すること

で,街歩きをより楽しめるようにした.

本演習においての課題は,一般公開をすることでユー

ザから新たに得られた改善点を基に,より使いやすいア

プリへ改良することがあげられる.また, Google Mapの

更新やニフクラ mobile backend のデータベースの継続

的な管理が必要である.
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